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対象業務の現状と取組み・業務シナリオ（TO-BE) 

実証実験の成果 

設備故障の予兆を捉える！ 
～データに基づく保全業務のあるべき姿の実現～ 

・稼働中の自動車ボディのプレス機に、振動・ 
 油圧・モーター電流値などのセンサーを追加。 
・メンバ企業独自の分析手法を使い、3項目の 
 実際の故障について、オフラインながら、「バラ 
 ンスの崩れ」や「いつもと違う状態」を検知。 
・時系列ビッグデータを対象に、統計量解析と 
 機械学習により、正常モデルと閾値を決定。 
・本実験では、1か月から2日前までに、故障 
 の予兆を捉えられることを実証しました。 

「設備のダウンタイム＝ゼロ」 
これまで突発で故障発生すると、都度、保全
作業者が、原因を推定し、復旧する対応にな
り、生産ラインが止まってしまいます。 
予知保全を実現することで、データに基づいて
計画的に保全業務を実施するモデルシナリオ
を作成しました。 
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各センサーデータにおいて故障の予兆を検知 

プレゼン：3月10日 A会場 13:30～ 予防保全、予知保全の可能性 


